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古河機械金属グループビジョン
（平成11年5月6日 制定）

1.豊かな社会の構築に貢献できる技術の研究と開発に努
め、顧客に満足され信頼が得られる安全で弊
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2005年度の主な環境・社会への取り組み
環境担当役員からのコメント
環境問題は、国境を越えて人類にとっての最優先課題となっています。温室効果ガ

ス問題は一社、一国の努力ももちろん か�





������ 千㎥となり、2004年度に比
べて約26�の削減となりました。
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環境保全業務推進者からのコメント
古河ロックドリル株式会社

生産本部　高崎吉井工場 
品質管理部長　戸部 憲吾
重点3項目として、
①、388С⁄

の推進および温暖化防止に組織へと改善しました。また、環境配慮





本調査結果から、古河機械金属、規則に基づいて種々の訓練 などを必ず提出していた
だき、安全確保の一助としています。





���� 年目の先
輩社員一人がコーチ
となり、1 における勤務成績、意欲・執務態度および能力などを考課

し、指導・育成、能力開発、適正配置などに資するとともに、
賃金（昇給・増給）、賞与、退職金および職能資格等級の公
平・適正化を図り、もって従業員制度の公正・円滑な運営を
期することを目的としています

職・企画監督職 管理職 統括職

専門知識講座への克（含む公的資格取得促進）



安全な職場づくり
●労働安全衛生
特に危険な化学物質の使用そのものを禁止し、機械設備

の機構 翫険 特 に 特? ぉ
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●緑化活動
森林は

手入 森林 序々





技能講習会・工場見学受入れ
● 佐倉工場にてクレーン運転技能講習会開催
小型移動式クレー

ン運転士は、労働安
全衛生法第60条2に
基づく「危険又は有害
な業務に就る0�に�



●下水道展’��東京
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�T�’ 企業価値 の 適正 な 評価 を 得 ることです。
また 、 企業価値 のさらなる 向上 を 目指 し 、

活動 によって 得 たステークホルダーからの 声 を 経営 にフィードバックする
ことにより 、 ステークホルダーとのコミュニケーションを 図 っています。
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会社データ・沿革 沿  革




